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平成２４年上尾市教育委員会４月定例会 教育長報告１ 

所属名  教育総務部 総務課  

件  名 
 

平成２４年上尾市議会３月定例会について 
 

内 容 説 明 

◎ 会期 平成２４年２月２８日～３月２２日 （２４日間)  

◎ 市長提出議案 （教育関連議案抜粋） 

■ 議案第１号 平成２３年度上尾市一般会計補正予算（第４号） 

議決結果 ： 賛成多数にて原案可決 
◇教育関係 歳入予算の補正額 
〔13 款 使用料及び手数料 1 項 使用料〕 ▲５，７００千円 〔14 款 国庫支出金 2 項 国庫補助金〕 ３４２，６５４千円 
〔15 款 県支出金 2 項 県補助金〕 ２，０００千円 〔16 款 財産収入 1 項 財産運用収入〕 ６９千円 
〔21 款 市債 1 項 市債〕 ６３１，６００千円   
◇教育費 歳出予算の補正額：９９４，３７７ 千円 
〔１項 教育総務費〕 ▲１．２９４千円 〔２項 小学校費〕 ５６４，４６０千円 
〔３項 中学校費〕 ４４２，５７８千円 〔５項 社会教育費〕 ▲６，５６７千円 
〔６項 保健体育費〕 ▲４，８００千円   

◇継続費補正 
◇繰越明許費補正 

■ 議案第７号 平成２４年度上尾市一般会計予算 

議決結果 ： 賛成多数にて原案可決 
◇教育関係 歳入予算の合計額：７８０，４０６ 千円 
◇教育費 歳出予算額：５，４９５，２９４ 千円 
〔１項 教育総務費〕 ８４２，９７６ 千円   〔２項 小学校費〕 １，０４７，７０９ 千円 
〔３項 中学校費〕  ５１５，３３４ 千円   〔４項 幼稚園費〕   ４２５，１４０ 千円 
〔５項 社会教育費〕 ７７７，６１７ 千円   〔６項 保健体育費〕１，８８６，５１８ 千円 

■ 議案第１４号 上尾市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する

条例の一部を改正する条例の制定について 

議決結果 ： 全会一致にて原案可決 

■ 議案第１９号 上尾市立公民館条例及び上尾市図書館協議会条例の一部を改正

する条例の制定について 

議決結果 ： 全会一致にて原案可決 

◎ 市政に対する一般質問   ２～５ページ資料のとおり。 

添付資料 添付資料名 

有 ・ 無 平成２４年上尾市議会３月定例会 市政に対する一般質問 一覧表（教育関係） 
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平成２４年上尾市議会３月定例会 市政に対する一般質問 一覧表（教育関係） 

№ 議員氏名 質 問 要 旨 答弁者 

1 田中元三郎 安全な街づくりについて 小・中学校の震災対策と訓練について 学校教育部長 

2 前島 るり ＡＥＤの小・中学校への 
     教育促進について 

・教職員へのＡＥＤや心肺蘇生法の講習に 
ついて 

・中学校での教育について 

・小学校での導入について 

学校教育部長 

3 池野 耕司 防災教育について ・震災を教訓として学校現場では 
        どのように取り組まれたか 

・防災担当教員の育成について 

・学校応援団における災害時の活動内容に 
ついて 

・小学校での導入について 

学校教育部長 
（再質問）学校安全マニュアルについて 

・地域との連携を想定した防災教育は 
どのようになっているのか 

・地域からの被災者を受け入れる「広域受入
型」防災教育の視点の考え方が入っている
のか 

・訓練を行うのであれば、その訓練を客観的
に評価する評価員をどのように考えている
のか 

4 長沢 純 防
災
機
能
を
兼
ね
備
え
た
学
校
施
設
の
充
実
に
つ
い
て 

学校施設の安全性の確保 ・国の第３次補正予算などを活用した学校 
耐震化の市の費用削減効果額、率について 

・非構造部材の耐震化状況 

・富士見小学校の防災機能を上尾市内学校施
設にどう反映させるか 

教育総務部長 

避難所機能の強化 学校機能再開までの４つの期間において、 
学校ではどのように取り組むのか 

エコスクールへの取組み ・複層ガラス設置などの断熱化 

・照明の省エネ化 

・太陽光・風力・燃料電池・非常用発電機の
活用について 

・省エネ設備の見える化した教育環境につい
て 

市民負担を少なくするために 教育費、保育費の補助金早期交付による 
保育料支払い負担の軽減について 

（再質問） 
防災機能を兼ね備えた学校施設
の充実について 

・都市ガスの管が破裂し、使用できなかった
教訓から、プロパンガスへの切り替え装置
を設置すべきと考えるが見解は 

・伊勢原市では、プールの水を浄化して飲料
水として３日間使用できる設備を設置して
いるが、上尾市の考えについて 
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№ 議員氏名 質 問 要 旨 答弁者 

  

 

・避難する人を考えると、階段などのバリア
フリー化が必要と考えるが見解は 

・市はそれぞれの部において防災設備を設置
しているが、災害が起きた時どの学校にど
のような設備があるのか認識しておく必要
があるが、情報の共有化は図られているの
か 

教育総務部長 

5 道下 文男 障
害
福
祉
施
策
に
つ
い
て 

発達相談について ・発達相談に関する相談件数とその内容につ
いて 

・どのように対応したのか、また、その結果
及び課題について 

学校教育部長 （再質問） 
・教育センターとしての課題は、専門的立場
からのアドバイスが必要とのことだが、現
状の対応について 

・学校生活での現状の課題と取組みについて 

6 小川 明仁 放射能問題について 食品放射能測定システムの運用方法について 学校教育部長 

  文
化
・
芸
術
活
動
の
振
興
に
つ
い
て 

市民ギャラリーの 
拡充・充実について 

・２４年度の市民ギャラリー改修の内容と 
予算について 

・さらなる拡充・充実についての考え 

教育総務部長 
上尾市文化振興基金の 

有効な活用について 
・基金設立時の経緯と今までの運用実績につ
いて、また基金の利用に関して審議、決定
する場はあるか 

・今後の基金の有効な活用の具体案はあるか 

7 星野 良行 原市複合施設について ・原市公民館の利用状況について 

・原市公民館の耐震化について 

・原市公民館の建替え予定の有無について 

・原市公民館の借地契約について 

教育総務部長 

中学校武道必修化について ・武道について現在までの各校の指導状況 

・武道必修化にあたり、特別な研修を行う等
変わる点があるか 

・どのように安全確保に対する指導がされて
いるか 

・事故への対応については、どのようになっ
ているか 

学校教育部長 
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№ 議員氏名 質 問 要 旨 答弁者 

8 秋山 もえ 放射能汚染対策を強化し、 
子どもと市民をまもるために 

・放射能汚染問題でお弁当の持参をお願い 
する保護者に許可した数は 

・修学旅行の行き先について不安の声がある
が、どう答えているか 

学校教育部長 

教育費にかかる 
保護者負担の軽減を 

・就学援助について、どう周知しているか、
５年間の認定数、受給率 

・給食費の未納の多い学校ではメニューが 
減らされている実態を把握しているか。 
この事態をどう考えるか 

・教員が集金を行っている状況について把握
しているか 

・就学援助で支援できるメニューを増やす 
検討はしているか 

   小・中学校にかかる保護者負担の月平均額に
ついて 

教育総務部長 

   （再質問） 
・就学援助は、申請書を全校児童生徒に配付
するなど、申請しやすい制度であることが
望ましいと考えるが、どう考えるか 

・生活保護の基準も引き下げられている昨今、
就学援助の基準を生活保護の１．５倍に 
引き上げることについて、どう考えるか 

学校教育部長 

9 町田 皇介 スポーツ宣言都市に 
ふさわしい環境整備について 

・スポーツ施設、学校開放（校庭・体育館
等）の予約状況と利用状況について 

・平成２４年度、耐震補強工事を行う市民体
育館や校舎改築工事、耐震補強工事を行う
小中学校の学校開放の利用者に対する市の
対応について 

・学校開放の利用区分の細分化についての市
の見解は 

教育総務部長 

10 平田 通子 自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の 

普
及
拡
大
に
つ
い
て 

災害時の安心のために ・避難所になっている学校の太陽光発電の 
設置状況は 

・学校などに設置する場合の国、県の補助は 

・避難所に発電施設・蓄電施設を設置すべき
と思うが、市の見解は 

市民部長 

生活保護、準要保護家庭の 
子どもたちへの教育支援の 
強化を 

県アスポート支援の準要保護家庭での上尾市
での開催の見込みはあるか 学校教育部長 

原市９区に公民館を 原市９区に新たな公共施設を、生涯学習、 
コミュニティからの必要性について 

教育総務部長 
（再質問） 
・防災、コミュニティの面から９区に公共施
設が必要と思うが、どう考えているのか 
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№ 議員氏名 質 問 要 旨 答弁者 

11 糟谷 珠紀 ２
０
１
２
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て 

３０人程度学級の 
方針転換について 

・どのような経緯で方針転換したのか 

・方針転換の主な理由について 

・これまでの３０人程度学級を継続した場合
の費用について 

学校教育部長 

（再質問） 
・３０人学級導入の経緯と導入した理由は 

・当時はなぜ３５人程度ではなく、３０人程
度としたのか 

・今回の変更について、現場と相談したの
か、しなかったのか。相談したのであれば
ば、相手は誰で日時や回数は 

学校教育部長 

（再々質問） 
３０人程度学級の方針転換について 

市 長 

12 井上 茂 通級設置の県協議経過内容と
問題点、今後の市の方向につ
いて 

・通級設置の県協議経過内容と 
今後の市の方向について 

・特別支援学級を活用した発達障害児への 
通級指導について 

学校教育部長 

（再々質問） 
通級指導教室を含めた特別支援教育について 

教育長 

13 秋山かほる 福島原発事故に伴う 
市の放射線対策について 

学校の対応について 
学校教育部長 

 


